
Chongyaは REFIRE と共同で送電網に接続しない、燃料電池による急速充電シス
テムを開発 2024年9月4日 
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今年はじめ、Chongya は、中国の水素燃料技術大手の 
REFIRE と共同でバッテリー電気自動車 (BEV) 用の燃料電
池で動く、送電網に接続していない急速充電器を、中国の
江蘇省如皋（じょこう）市に初めて設置した。 

この急速充電設備はプラチナベースの固体高分子形 
(PEM) 燃料電池技術を使い、わずか10分で BEV をフル
充電できる。出力は480kWで、充電設備の占有面積
はわずか４平方メートル。特別な工事や送電網
への接続がいらず、ほとんどどこにでも設置が
可能だ。つまり、高圧電力や送電網がある所に
限られている従来の充電設備と違って、需要の
ある場所に設置できるということだ。  

国際エネルギー機関は、交通機関の電力需要は2040年
までに3割以上増え、BEV の普及に伴って充電のため
の安定した電力供給が多くの場所で必要になるとして
いる。例えば2030年までに 480万台の BEV が普及する
とされる米国では、送電網の規模と供給に大きな影響
が及ぶことになる。 
既存の送電網の強化を行い、充電インフラを増やす努力 
の一方で、燃料電池による充電設備は送電網に依存しな 
い有効な手段として注目されている。 

 

 
 
 
 
 

   さらに低いエミッション達成が可能 

送電網に頼らず、PEM 技術を使う充電手段は、Chongya 
と REFIRE だけが提供しているわけではない。昨年、米 
国では Plug Power が商業用 BEV の充電設備として 高出
力定置型燃料電池システムを開発した。商用車は決まった
箇所で一斉に充電を行うケースが多く、送電網への負担が
非常に大きい。 

Plug Power の充電システムは、6万8000リットルもの
液体水素のタンクを大型 PEM 燃料電池に繋ぎ、600台
以上の BEV を充電できる毎時60メガワットもの電力を
供給できる。このシステムによって、送電網のキャパ
シティーが足りない、送電網設備の改善まで長い期間
がかかるといった商用車特有の充電問題の解消を目指
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   REFIRE は水素燃料技術を得意とする世界的な中国の企業 
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運送トラックやレンタカー、電力会社のメンテナンス車
など、多くの車両を運行させる必要のある企業は、ゼロ
エミッションを達成できる持続可能な運営を模索してお
り、Plug Power のこの高出力定置型燃料電池システムに
対して、高い関心を寄せている。 

さらに注目すべきは、Plug Power のこのシステムは、充電
設備が設置されたその場で再生可能エネルギーから作られ
たグリーン水素を燃料としている点で、このシステムで充
電された BEV の炭素排出量はさらに少ないということにな
る。 
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